
がん保険に係る政令改正要望について

平 成 ２ １ 年 ４ 月 ２ ２ 日

株式会社かんぽ生命保険

資料２



目次

１０・・・・政令改正要望の内容

８・・・・がん保険の販売状況

７・・・・郵政民営化の円滑な推進（株式上場と第三分野商品）

４・・・・新契約件数・新契約保険金額の推移

３・・・・かんぽ生命の商品ポートフォリオ

６・・・・日本生命との提携による第三分野単品商品（がん保険）の開発

５・・・・かんぽ生命の健全性･収益性・成長性

９・・・・がん保険の限度額に係る法規定

２・・・・がん保険の市場ニーズ

１・・・・新商品・サービスへの期待



新商品・サービスへの期待

○民営化後の郵便局等における新商品・サービスに対して、８割近くのお客さまが期待を寄せている。

○保険関連商品・サービス中では、がん保険を含む医療保険（第三分野商品）へのニーズが最も高いが、かんぽ生命は
お客さまの期待に応えられていない状況。

○民営化後の郵便局等における新商品・サービスに対して、８割近くのお客さまが期待を寄せている。

○保険関連商品・サービス中では、がん保険を含む医療保険（第三分野商品）へのニーズが最も高いが、かんぽ生命は
お客さまの期待に応えられていない状況。

郵便局等における新商品・サービスへの期待

郵便局等はどこにでもある
ので、利用しやすいから

郵便局等はどこにでもある
ので、利用しやすいから

郵便局等は馴染みがあるの
で、新しいサービスでも利
用しやすいと思うから

郵便局等は馴染みがあるの
で、新しいサービスでも利
用しやすいと思うから

郵便局等の商品やサービス
は、何となく安心・信頼で
きるから

郵便局等の商品やサービス
は、何となく安心・信頼で
きるから

折角、民営化したから
折角、民営化したから

医療保険（がん保険・
女性向け保険を含む）

医療保険（がん保険・
女性向け保険を含む）

医療保障の限度額の引
き上げ又は廃止

医療保障の限度額の引
き上げ又は廃止

死亡保障の限度額の引
き上げ又は廃止

死亡保障の限度額の引
き上げ又は廃止

変額年金保険
変額年金保険

保険関係商品・サービスの提供等への期待度

新商品・サービスへの期待
新商品・サービスへの期待

【新商品・サービスを期待する理由】

７８.１％

７５.６％

３４.１％

２６.６％

２５.０％

４４.３％

３８.２％

３７.０％

３７.０％

（出所）２００８年８月１８日プレスリリース 日本郵政「郵便局等の顧客満足度調査」の結果について

（期待しない：９．０％）

（期待しない：１７.９％）

（期待しない：１７.５％）

（期待しない：１７.８％）

（期待しない：１９.４％）
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○ 個人保険全体の新契約件数が減少傾向にある中、がん保険の新契約件数は年間１００万件前後で堅調に推移。

○ 悪性新生物（がん）に関して、継続的な医療を受けている患者は増加傾向にあるが、がん保険の世帯加入率は５割強で
あり、特に配偶者の加入率は低い状況。

○ 個人保険全体の新契約件数が減少傾向にある中、がん保険の新契約件数は年間１００万件前後で堅調に推移。

○ 悪性新生物（がん）に関して、継続的な医療を受けている患者は増加傾向にあるが、がん保険の世帯加入率は５割強で
あり、特に配偶者の加入率は低い状況。
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（※）男性世帯主の配偶者

がん保険の市場には拡大余地が存在している。

配偶者 ３２．３％ ７３．９％

【生命保険に関する全国実態調査】
（出所）生命保険文化センター資料
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【悪性新生物（がん）総患者推計数】
（出所）厚生労働省 平成17年 患者調査報告 （傷病分類編）

【 新契約件数（個人保険）の推移 】
（出所）インシュアランス生命保険統計号

【がん保険の新契約件数の推移】
（出所）インシュアランス生命保険統計号
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○ 他民間生保が医療保険等に商品ポートフォリオをシフトしているのに対し、かんぽ生命は商品開発に係る制約等
のため、依然として養老保険が新契約の大半を占めるポートフォリオ 。

○ 郵政民営化委員会の意見書にも指摘されているとおり、「商品が養老保険に偏ることに伴う構造的な縮小リスク
等」の問題を抱えている状況。

⇒ お客さまニーズの変化に対応した第三分野商品など保障性商品の充実が不可欠。

○ 他民間生保が医療保険等に商品ポートフォリオをシフトしているのに対し、かんぽ生命は商品開発に係る制約等
のため、依然として養老保険が新契約の大半を占めるポートフォリオ 。

○ 郵政民営化委員会の意見書にも指摘されているとおり、「商品が養老保険に偏ることに伴う構造的な縮小リスク
等」の問題を抱えている状況。

⇒ お客さまニーズの変化に対応した第三分野商品など保障性商品の充実が不可欠。

【保険種類別新契約件数の推移】
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※ 平成１９年度は、簡易生命保険契約とかんぽ生命保険契約の合計。

かんぽ生命の商品ポートフォリオ
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○ 過去１０年間において、国内大手生保（日本・第一・明治安田・住友）の新契約は、件数で▲３３％減少、保険金額で
▲４８％減少。かんぽ生命（民営化前は簡保データ）の新契約は、件数で▲７３％減少、保険金額で▲７２％減少。

○ その間、アフラック社の新契約は件数で＋４５％増加、保険金額で＋１７０％増加するなど、第三分野商品に強い外
資系生保は増加傾向。

○ 過去１０年間において、国内大手生保（日本・第一・明治安田・住友）の新契約は、件数で▲３３％減少、保険金額で
▲４８％減少。かんぽ生命（民営化前は簡保データ）の新契約は、件数で▲７３％減少、保険金額で▲７２％減少。

○ その間、アフラック社の新契約は件数で＋４５％増加、保険金額で＋１７０％増加するなど、第三分野商品に強い外
資系生保は増加傾向。

【 新契約
1
保険金額（個人保険）の推移 】【 新契約
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１新契約には転換後契約を含む
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かんぽ生命の健全性･収益性・成長性

○ 投資家の信認を継続的に確保するためには、将来にわたり、ゴーイングコンサーンとして、経営の健全性を基盤
としつつ、更に収益性・成長性を高め、企業価値の向上を図る必要がある。【H21.3.13 郵政民営化委員会意見】

○ かんぽ生命の経営状況については、健全性は他社生保と比較して良好な水準にあるが、収益性・成長性は見劣
りしており、改善のため、新商品の開発や既存商品の見直しが必要となっている。

○ 投資家の信認を継続的に確保するためには、将来にわたり、ゴーイングコンサーンとして、経営の健全性を基盤
としつつ、更に収益性・成長性を高め、企業価値の向上を図る必要がある。【H21.3.13 郵政民営化委員会意見】

○ かんぽ生命の経営状況については、健全性は他社生保と比較して良好な水準にあるが、収益性・成長性は見劣
りしており、改善のため、新商品の開発や既存商品の見直しが必要となっている。

成長性
【保有契約件数2対前年度末

増加率】 （H20.12）

収益性
【基礎利益率1】

（H20.4 ～ H20.12）

健全性
【ｿﾙﾍﾞﾝｼｰ・ﾏｰｼﾞﾝ比率】

（H20.12）

かんぽ生命

日系大手４社平均
（日本・第一・明治安田・住友）

外資系大手２社平均
（ｱﾘｺｼﾞｬﾊﾟﾝ・ｱﾌﾗｯｸ）

１，４０４．０ ％

９０８．９ ％

８３６．６ ％

０．４２ ％

１．０７ ％

２．１４ ％

▲ ５．８ ％

▲ １．８ ％

＋ ２．２％

1
基礎利益（年換算後） ÷ 総資産

かんぽ生命は、養老保険に偏ることに伴う構造的縮小リスク等を抱えているかんぽ生命は、養老保険に偏ることに伴う構造的縮小リスク等を抱えている
ことから、がん保険の販売により、収益性・成長性の改善を図ることが必要ことから、がん保険の販売により、収益性・成長性の改善を図ることが必要

５

2
個人保険ベース

（出所）各社四半期決算資料



【実施計画（抜粋）】

○ お客さまの生存保障ニーズに適切に応えるため、日本生命との提携により、中高年・女性の既契約者を主なター
ゲットとして、「がん」という特定疾病に特化した第三分野単品商品を開発中。

⇒ がん保険の商品特性上、入院保険金等の総額に制限があると競争力の確保が困難なため、限度額管理の
枠組の一部修正が必要であり、平成２１年３月１９日に政令改正要望を提出したところ。

○ お客さまの生存保障ニーズに適切に応えるため、日本生命との提携により、中高年・女性の既契約者を主なター
ゲットとして、「がん」という特定疾病に特化した第三分野単品商品を開発中。

⇒ がん保険の商品特性上、入院保険金等の総額に制限があると競争力の確保が困難なため、限度額管理の
枠組の一部修正が必要であり、平成２１年３月１９日に政令改正要望を提出したところ。

【日本生命との一部業務の提携に関する合意】

(3)リスク管理
上の方策等

(2)事務・シス

テムの構築

(1) 商品開発

お客さま保護に資する引受・支払管理態勢
を実現するための事務・システムを構築する
に当たって、日本生命は必要なデータ・ノウ
ハウを提供

メインチャネルである郵便局を通じて提供す
る商品・サービスを検討し、日本生命は保険
商品の開発に必要なデータ・ノウハウを提供

業務提携の内容

内 容項 目

開発した商品に関して、リスク管理上の方策
や、販売量拡大のためのマーケティング方
策についても、両社で検討

平成２０年２月２２日基本合意書締結第三分野等の新たな商品については、

お客様の生存保障ニーズに適切に応

えるため、引受け・支払管理態勢等の

整備を適切に行った上で、他の生命保

険会社との連携を含めた幅広い選択

肢の下で商品を開発・提供することを

希望します。

第三分野等の新たな商品については、

お客様の生存保障ニーズに適切に応

えるため、引受け・支払管理態勢等の

整備を適切に行った上で、他の生命保

険会社との連携を含めた幅広い選択

肢の下で商品を開発・提供することを

希望します。

日本生命との提携による第三分野単品商品(がん保険)の開発

平成１９年９月１０日
金融庁・総務省認可

６



○ かんぽ生命は、民営化後３年目（２０１０年度）の上場を目指していることから、 ２００９年度に東京証券取引所へ予備
申請を行い、２０１０年度に本申請、上場承認、上場を目指すスケジュール。

○ 並行して投資家説明を実施し、かんぽ生命のビジネスモデル、健全性・収益性・成長性について、投資家の信認・評価
を得ることが必要。

○ かんぽ生命は、民営化後３年目（２０１０年度）の上場を目指していることから、 ２００９年度に東京証券取引所へ予備
申請を行い、２０１０年度に本申請、上場承認、上場を目指すスケジュール。

○ 並行して投資家説明を実施し、かんぽ生命のビジネスモデル、健全性・収益性・成長性について、投資家の信認・評価
を得ることが必要。

株式上場を目指すに当たり、市場で評価されるためには、株式上場前に、お客さまの生存保障ニーズに適切に対応し、収益性の
高い第三分野商品の開発実績、販売実績を示すことで、将来の商品戦略、収益向上を投資家等に訴求することが不可欠。

特に、かんぽ生命の「製販分離」のビジネスモデルが成り立つことについて、投資家の理解・納得を得るためには、他社との連携等
を通じて、郵便局のお客さまニーズに合致した商品をタイムリーに提供できる実績を挙げることが必要。

郵便局では、平成２０年１０月から他社の第三分野商品が販売されていることから、当社が第三分野商品を早期に提供できなけれ
ば、郵便局のお客さまニーズに応えることができず、成長性を失うことになると投資家から懸念される。

２００９年度
申請直前期

２０１０年度
上場申請期

予
備
申
請

予
備
申
請

本
申
請

本
申
請

上
場
承
認

上
場
承
認

上場会社に相応しい社内体制整備

２００８年度
申請直前々期

上
場

上
場上場申請書類等作成

郵政民営化の円滑な推進（株式上場と第三分野商品）

決
算
発
表

【株式上場における第三分野商品（がん保険）の位置付け】
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がん保険の販売状況

アフラックアフラック
７８．３％７８．３％

アリコ４．４％アリコ４．４％

朝日生命３．６％朝日生命３．６％

東京海上あんしん東京海上あんしん
生命２．４％生命２．４％

日本生命１．６％日本生命１．６％

その他その他
９．７％９．７％

【がん保険 保有契約件数 １，８０１万件】

（Ｈ１９年度）
【郵便局等を通じたがん保険販売】

※ かんぽ生命のシェアはゼロ

アフラック かんぽ生命

お 客 さ ま

郵 便 局販売代理店
（１８，４９２店）

平成２０年１０月
から販売開始

現在の限度額規制の
下では、競争力のある
がん保険を販売できない

○ がん保険の市場（保有契約件数）は、アフラック社が約８割の圧倒的シェアを占めており、かんぽ生命のがん保

険販売により、適切な競争を通じて生命保険市場の活性化が図られる。

○ アフラック社は、先行して平成２０年１０月から、郵便局３００局でがん保険を販売開始。かんぽ生命のがん保険

販売により、お客さまの選択肢が増えて利便性が高まるとともに、郵便局会社の手数料収入も増加し、郵便局ネッ

トワークの価値を高めることができる。

○ がん保険の市場（保有契約件数）は、アフラック社が約８割の圧倒的シェアを占めており、かんぽ生命のがん保

険販売により、適切な競争を通じて生命保険市場の活性化が図られる。

○ アフラック社は、先行して平成２０年１０月から、郵便局３００局でがん保険を販売開始。かんぽ生命のがん保険

販売により、お客さまの選択肢が増えて利便性が高まるとともに、郵便局会社の手数料収入も増加し、郵便局ネッ

トワークの価値を高めることができる。

８

シンプルでわかりやすい
商品により、中高年・女
性を中心とした郵便局の
お客さまニーズに対応

（出所）インシュアランス生命保険統計号

かんぽ生命のがん保険
販売により、お客さまの
選択肢が増え、利便性
が高まる



がん保険の限度額に係る法規定

○ 現行の限度額は、特約等を含めた第三分野について、新旧契約通算で１０００万円までとされている。

⇒ 他社では日額により限度額管理がされており、入院保険金総額（日額×入院日数）等の制限は行っていない。

○ 現行の限度額は、特約等を含めた第三分野について、新旧契約通算で１０００万円までとされている。

⇒ 他社では日額により限度額管理がされており、入院保険金総額（日額×入院日数）等の制限は行っていない。

９

【 郵政民営化法第137条における限度額管理の枠組み（第三分野関係） 】

保険業法第３条第４項第２号（第三分野）の保険の限度額は、政令で定める保険区分ごとに新旧契約通算

かんぽ契約の保険金額 機構契約の保険金額 限度額

一 保険業法第３条第４項第
２号イからニまでに該当す
る保険

一 旧簡保法第１８条第１号
又は第２号に掲げる事由を
含む旧特約(災害特約)

二 保険業法第３条第４項第
２号ホに掲げる事由に該当
する保険

政
令
で
定
め
る
保
険
区
分

１０００万円

１０００万円

【民営化第１３７条】

【民営化法施行令第８条】

二 旧簡保法第１８条第３号
又は第４号に掲げる事由を
含む旧特約(入院特約)

※保険金額は支払総額による。【民営化法施行令第５条第２項】

◎保険業法第３条第
４項第２号

イ 人が疾病にかかったこと
ロ 傷害を受けたこと又は

疾病にかかったことを原
因とする人の状態

ハ 傷害を受けたことを直
接の原因とする人の死亡

ニ イ又はロに類するもの
ホ 治療を受けたこと

◎保険業法第３条第
４項第２号

イ 人が疾病にかかったこと
ロ 傷害を受けたこと又は

疾病にかかったことを原
因とする人の状態

ハ 傷害を受けたことを直
接の原因とする人の死亡

ニ イ又はロに類するもの
ホ 治療を受けたこと

＋ ≦



【がん保険の主な給付金の一般的な例】

保険金の支払事由を業法
§3④(二)イ～ニとする保険

支払総額で1,000万円

[法§137（四）、令§8①（一）]

保険金の支払事由を業法
§3④(二)ホとする保険

支払総額で1,000万円

[法§137（四）、令§8①（二）]

第三分野の限度額規制②

第三分野の限度額規制①

政令改正要望の内容

（出所）生命保険文化センターホームページ

がん診断（治療）給付金

がんと診断されたときに
受け取れます。

がん入院給付金

がんの治療のため入院し
たとき入院日数に応じて
受け取れます。

がん手術給付金

がんで所定の手術を受け
たとき、手術の種類に応じ
て受け取れます。

●保険期間を通じて１回のみ受け取れる商品
と、複数回受け取れる商品があります。

●入院給付金日数に制限がないため何日間
入院しても、何回入院しても入院日数分の
入院給付金を受け取れます。

●一般的に、受け取る給付金額は手術の種
類により、入院給付金日額の10倍、20倍、
40倍となっています。

○ がん保険の商品性のためには、支払総額による限度がネック。

⇒ がん保険に関しては、既存の保険金額等の限度額とは別枠とし、 入院日額を基準として限度額管理が行える
ようにしていただきたい。

○ がん保険の商品性のためには、支払総額による限度がネック。

⇒ がん保険に関しては、既存の保険金額等の限度額とは別枠とし、 入院日額を基準として限度額管理が行える
ようにしていただきたい。
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